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バレーオールにおいて、サーブは試合の流れを変える大きな要因

の一つである。図１のように、Ｖリーグにおいて、順位とサーブレシー

ブ返球率の関係を調べると、上位にいるチームほどサーブレシーブ

返球率が高いことが分かる。そこで、私たちは、相手のサーブレシー

ブを崩し、ラリーを有利に進めるためのサーブについて研究し、自

チームのサーブ戦術に生かしたいと考えた。

サーブをコーナーに打つと攻撃のテンポが遅くなり

攻撃が限定され、ディフェンスが容易になる。

バレーボールにおける
ゲームの流れを変える効果的なサーブ戦術

ゾーン１からの1stテンポの決定率が高い

春高バレー全国大会の試合をバーチャル春高バレーで視聴し、

サーブのコース(図２)とサーブレシーブの返球率、サーブレシー

ブからの攻撃のテンポ(図３)とアタック決定率の関係を調べる。

ゾーン１,４,７でシーブが乱れている(1)サーブの評価

(2) サーブレシーブからの攻撃のテンポごとの割合

図７のように、サーブを１,３の位置から

サイドラインに沿ってストレート方向に

打つと、サーブの方向とレシーブを返

球する方向に角度つくのでレシーブが

崩れやすい。

YouTubeで高校女子バレーの試合を視聴し、図７のよ

うにサーブを打つ位置を①～③の３つに分割し、サーブ

のコース（ストレート、センター、クロス）と、レシーブの成

功率の関係を調べる。

サーブA評価の割合は変わらないが、ストレート
にサーブを打った場合はC評価が少なくなる。

１．研究の動機

２．仮説①

３．検証方法①

図２ コート９分割 図３ 攻撃のテンポ
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４．結果①
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図４ 各ゾーンごとのサーブ評価
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ゾーン７,８,９では1stテンポの攻撃が少ない
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図５ 各ゾーンごとのサーブレシーブからの攻撃の割合

1stテンポの割合 2ndテンポの割合 3rdテンポの割合

(3) サーブレシーブからの攻撃のテンポごとのアタック決定率
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図６ 各ゾーンごとのサーブレシーブからの攻撃の決定率

1stテンポの決定率 2ndテンポの決定率 3rdテンポの決定率

サーブの評価は相手攻撃がどれだけ限定されたかで判断

Ａ評価…… 3rdテンポまたは攻撃できない

Ｂ評価…… 1stテンポの攻撃が使えない

Ｃ評価……全てのテンポの攻撃が可能
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図１ Ｖリーグの最終順位とサーブレシーブ成功率
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図７ サーブコースと

レシーブの方向６．検証方法②

７．結果②
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機構 統計数理研究所 医療健康データ科学研究セン

ター情報・システム研究機構並びに指導をしていただい

た本校の先生方にお礼申し上げます。

サーブは両サイドからストレートに打つことで、レシー

ブの成功率が低下する。また、サーブのコースによって

相手の速いテンポの攻撃を減らすことができる。これら

を自チームの戦術に生かし、ラリーを有利に展開し、粘

りのあるバレーをやっていきたい。


